
３７３

３
月
１３
日
が
、
旧
初
午
に
当

し
ゃ
に
ち

た
り
、
１７
日
は「
社
日
」で
す
。

社
日
は
、
春
分
と
秋
分
の
前
後

に
、
年
二
回
あ
り
ま
す
。
生
ま

う
ぶ
す
な

れ
た
土
地
の
守
護
神
を
「
産
土

が
み神
」
と
い
い
ま
す
が
、
豊
作
を

祈
り
ま
す
。

１７
日
か
ら
は
「
彼
岸
入
り
」

と
な
り
、
２０
日
が
「
彼
岸
中

日
」、２３
日
が
「
彼
岸
明
け
」
と

な
り
ま
す
。

七
十
二
候
は
、
啓
蟄
の
次
候

で「
も
も
、は
じ
め
て
わ
ら
う
」

と
、
末
候
の
「
は
む
し
、
ち
ょ

う
と
か
す
」
で
す
。
こ
の
頃
、

桃
の
花
が
咲
き
始
め
、
菜
の
花

に
つ
い
た
青
虫
が
蝶
に
な
っ
て

飛
び
ま
わ
る
頃
と
し
て
い
ま

す
。一

茶
の
句
は
、
春
風
で
す
。

も
う
聞
き
な
れ
た
一
茶
の
句
で

す
が
、
ぽ
か
ぽ
か
と
、
暖
か
な

陽
気
に
、
牛
に
引
か
れ
た
つ
も

り
で
、
善
光
寺
参
り
は
如
何
で

し
ょ
う
か
。（

文
・
宮
川
洋
一
）

先週、春の陽気に誘われて、たっぷりと道草をし
ながら雁田山中腹まで登ってみました。
その甲斐があってキツネとにらめっこしたり、成

虫越冬を終え早春に飛び始めたルリタテハに出会っ
たり、カシワのドングリの下方を被っていた袴や帽
子とも呼ばれる「殻斗」が沢山落ちていました。
カシワは、今の時期でも多くは落葉せず、木の下

で袴を見つけるのも簡単ですよ。ちょっぴりの遊び
心と工夫があれば、可愛い坊やに変身です！

桃始笑（３月１０日～１４日）
葉虫化蝶（１５日～１９日）
・３月１７日 社日、彼岸入り
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「
か
わ
い
い
坊
や
」

北
村

豊

（
小
布
施
町
栗
ヶ
丘
）

57

【
七
十
二
候
】

春
風
や
牛
に
引
か
れ
て
善
光
寺

一
茶
（
七
番
日
記
）


